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Doctor's
eye

新
型
放
射
線
治
療
機
器
の
ご
紹
介

　
済
生
会
川
内
病
院 

放
射
線
科 

小お

の

は

ら

野
原 

信し
ん
い
ち一

　

超
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い
る
日
本
で
は
、
高
齢
患
者
さ
ん
の
増
加
の
一
方
で
、

乳
癌
や
子
宮
が
ん
な
ど
若
い
人
の
が
ん
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
１
９
９
６
年
新
病
院
建
設
時
に
放
射
線
治
療
を
開
始
し
、
２
０
０
９
年

2
代
目
（
エ
レ
ク
タS

yn
erg

y

）
で
高
精
度
放
射
線
治
療
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

今
回
、
２
０
２
４
年
11
月
か
ら
は
、
３
代
目
のA

ccu
ra

y R
a

d
ixa

ct X
9

（
ト
モ
セ
ラ

ピ
ー
）
が
稼
働
を
始
め
て
い
ま
す
。
新
し
い
高
精
度
・
多
機
能
・h

ig
h

 p
o

w
er

を
備
え

て
お
り
、
日
本
で
2
台
目
の
最
上
位
・
最
新
モ
デ
ル
（
旧
モ
デ
ル
は
１
０
０
台
以
上
稼
働

中
）
が
川
内
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

が
ん
治
療
の
重
要
な
３
本
柱

で
、
手
術
や
化
学
療
法
と
共
に
が

ん
の
根
治
や
緩
和
療
法
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
Ｘ
線
や

粒
子
線
を
高
精
度
に
が
ん
に
集
中

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
周
り
の
正

常
組
織
の
副
作
用
を
最
小
限
に
保

ち
な
が
ら
が
ん
を
治
し
た
り
小
さ

く
す
る
治
療
で
す
。
が
ん
を
消
す

（
治
す
）
だ
け
で
は
な
く
、
痛
み
や

流
れ（
血
流
・
食
物
・
尿
な
ど
）

を
よ
く
し
た
り
、
が
ん
を
小
さ
く

し
て
人
生
の
残
り
時
間
を
自
分
ら

し
く
過
ご
す
た
め
の
緩
和
医
療
に

も
と
て
も
有
用
な
治
療
法
で
す
。

　

県
内
で
は
、
４
市
町
村
に
14
人

の
放
射
線
治
療
専
門
医
が
い
ま
す

が
、
そ
の
多
く
は
鹿
児
島
市
内
の

病
院
に
集
中
し
、
市
外
で
は
常
勤

医
の
い
な
い
病
院
が
増
え
て
い
ま

す
。
当
院
は
、
常
勤
の
治
療
専
門

医
が
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

放
射
線
治
療
と
は

当
院
の
放
射
線
治
療

放射線治療スタッフ
左から

神村看護師
長野医師 中島技師

竹原技師小野原医師
西原技師

（ ）がん放射線療法
看護認定看護師
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図1.県内の放射線治療施設（  ）と
　　 治療専門医（  ）。
　　 紫破線（  ）は当院の診療地域

動
体
追
尾
照
射
な
ど
、
日
々
進
歩

す
る
最
新
技
術
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

従
来
は
、
毎
回
正
確
な
照
射
の

た
め
に
、
照
射
野
内
外
の
皮
膚
に

紫
色
の
イ
ン
ク
で
印
（
体
表
マ
ー

ク
）
を
描
記
す
る
こ
と
が
必
須
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
放
射
線
治
療

期
間
中
は
、
温
泉
や
プ
ー
ル
に
行

く
と
他
人
の
目
が
気
に
な
っ
た

り
、
ま
た
胸
元
広
め
の
服
が
着
に

く
い
な
ど
、
日
常
生
活
上
の
制
限

（
＝
ス
ト
レ
ス
）
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
装
置
で
は
、
マ
ー
ク
が

な
く
て
も
、
体
表
凹
凸
の
３
次
元

地
図
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
正
確

な
病
巣
位
置
を
再
現
で
き
る
た

め
、
皮
膚
マ
ー
ク
が
ほ
ぼ
不
要
で

す（
図
２
）。
従
っ
て
、
治
療
期
間

内
で
も
仕
事
を
続
け
な
が
ら
日
常

生
活
上
の
制
限
を
最
小
に
す
る
事

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
近
、
ス
タ
ッ
フ
皆
で

取
り
組
ん
で
い
る
課
題
は
、「
治

療
室
で
裸
に
な
る
こ
と
へ
の
抵
抗

感
の
軽
減
」、「
患
者
さ
ん
の
寒
さ

対
策
」、「
病
気
や
治
療
に
伴
う
不

安
軽
減
」
な
ど
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
皮
膚
マ
ー
ク
を

無
く
す
だ
け
で
な
く
、
薄
い
治
療

下
着（
圧
迫
感
な
く
、
密
着
性
の
よ

い
淡
色
系
。
市
販
品
可
）を
着
用
し

た
ま
ま
治
療
す
る
事
に
よ
り
、
患

者
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
た

い
と
、
現
在
試
験
運
用
を
始
め
て

院
と
し
て
、
北
は
水
俣
か
ら
県
北

ま
で
、
広
域
の
患
者
さ
ん
の
治
療

を
担
っ
て
お
り
、
多
く
の
紹
介
を

頂
い
て
お
り
ま
す（
図
１
）。

　

そ
し
て
今
回
、
薩
摩
川
内
市
や

長
島
町
の
温
か
い
ご
支
援
も
あ

り
、
新
型
治
療
器
へ
更
新
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
従
来
よ
り
更

に
高
精
度
の
放
射
線
治
療
、
定
位

放
射
線
治
療
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
画
像
誘

導
放
射
線
治
療
、
寡
分
割
照
射
、

体
表
面
画
像
誘
導
放
射
線
治
療
、

患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
！

体
表
面
で
位
置
合
わ
せ

（S
G
R
T

：
体
表
面
画
像
誘
導
放
射
線
治
療
）

図２.皮膚投影光（赤は高い、黄色は低い
部分）で、体表凹凸の基準面との差を皮膚
に投影し、位置を修正します。（Accuray社）

図３.薄い治療下着(圧迫感なく、密着性のよい淡色系。市販品)を着用
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す
。
照
射
前
に
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ

Ｔ
な
ど
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
位
置
を

確
認
で
き
れ
ば
、
正
確
な
放
射
線

治
療
が
可
能
に
な
り
ま
す
が
、
古

い
治
療
装
置
（
粒
子
線
装
置
を
含

め
て
）
で
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
直
接

見
え
に
く
い
た
め
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
場
所
を
推
測
し
て
治
療
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
今
回
の
装

置
で
は
、
Ｃ
Ｔ
画
質
の
改
良
に
よ

り
、
従
来
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
見

え
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る「
が
ん
を
切
ら
ず
に

治
す
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
治
療
」
で

す
。
肝
、
肺
、
前
立
腺
、
腎
、
脊
椎

な
ど
の
が
ん
が
対
象
で
、
短
期
間

（
１
〜
２
週
）
で
根
治
的
な
治
療

（
保
険
診
療
）
が
可
能
で
す
。
体
力

の
な
い
高
齢
の
方
で
も
外
来
で
楽

に
治
療
で
き
、
前
述
の
動
体
追
尾

法
を
併
用
す
れ
ば
、
更
に
高
精
度

で
安
全
な
治
療
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

性
移
動
対
策
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
代
表
的
な
方
法
は
、
図

５-

１
の
よ
う
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

動
く
範
囲
に
照
射
す
る
方
法
（
領

域
照
射
）
で
あ
り
、
多
く
の
病
院

で
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
５-

２
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
定
位
置

に
来
た
時
だ
け
照
射
す
る
待
ち
受

け
照
射
で
、
周
囲
正
常
部
へ
の
悪

影
響
が
少
な
い
方
法
で
す
が
、
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
図
５-

３
は
、

当
院
の
動
体
追
尾
照
射
（
追
っ
か

け
照
射
）
で
、
動
く
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
的
に
追
尾
し

ま
す
。　

　

従
っ
て
、
図
５-

３
は
、
最
小

の
照
射
野
で
効
率
的
に
、
周
囲
正

常
部
へ
の
悪
影
響
（
→
合
併
症
）

を
低
減
で
き
る
方
法
で
す
。

　

Ｘ
線
透
視
で
は
肺
が
ん
な
ど
の

一
部
を
除
け
ば
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

直
接
見
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

周
囲
（
骨
や
水
な
ど
）
を
参
照
し

て
が
ん
の
位
置
を
推
定
し
て
い
ま

い
る
と
こ
ろ
で
す（
図
３
）。

　

そ
の
他
に
も
、
部
屋
の
自
然
光

様
照
明
（
時
間
に
よ
り
朝
日
〜
夕

日
の
柔
ら
か
い
空
の
光
を
模
擬
調

光
）（
図
４
）
や
、
落
ち
着
い
た
部

屋
の
色
調
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
な
ど
の
他
、

ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
や
優
し
い
心
遣

い
（
声
か
け
、
接
遇
）
に
も
努
力

し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
で
治
療
し
た
い
が
ん
病

巣
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）
は
、
呼
吸
な

ど
で
常
時
動
い
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
が
ん
を

ね
ら
っ
て
治
療
し
た
い
時
（
定
位

放
射
線
治
療
な
ど
）
に
は
、
呼
吸

切
ら
ず
に
が
ん
を
治
す

　
　
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
治
療

　
　
　
　
　
定
位
放
射
線
治
療

が
ん
を
見
な
が
ら
、正
確
に
照
射

動
い
て
る
が
ん
を
追
っ
か
け
照
射

（
画
像
誘
導
放
射
線
治
療
　
動
体
追
尾
照
射
）

図5-1 領域照射 図5-2 待受け照射（他院）　 図5-3 当院の追尾(追っかけ)照射

Accuray社

図４.天窓照明（青空照明）が
 設置された治療室
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７
）、
原
発
巣
と
領
域
リ

ン
パ
節
転
移
へ
の
同
時

照
射
（
強
弱
差
を
つ
け

て
）な
ど
、
が
可
能
で
す
。

　

当
院
は
地
域
の
多
く
の

患
者
さ
ん
が
、
日
常
生
活

（
仕
事
や
運
動
も
）
を
継

続
し
な
が
ら
、
外
来
で
も

高
精
度
の
放
射
線
治
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
治

療
に
不
安
や
不
快
を
抱
か

れ
な
い
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
接
遇
や
心
理
的
な

ご
支
援
も
心
が
け
て
参
り

ま
す
。

　

患
者
さ
ん
は
寝
て
い
る
だ
け
で
、
複

数
・
複
雑
な
領
域
を
治
療
で
き
ま
す
。

　

高
精
度
に
ビ
ー
ム
を
制
御
す
る
技
術

と
強
度
変
調
放
射
線
治
療
技
術
（
Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ
）
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
複

雑
な
照
射
野
に
、
高
精
度
の
放
射
線
治

療
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
正

常
組
織
を
守
り
な
が
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
高
線
量
を
集
め
た
り
（
図
６
）、
全

脳
全
脊
髄
の
つ
な
ぎ
目
無
し
照
射
（
図

病
巣
に
は
し
っ
か
り
当
て
て

副
作
用
は
最
小
に

最
後
に

図６.前立腺（尿道と直腸線量を
　 低減／済生会川内病院）

※直腸前にspacer（黄矢印）留置

図７.全脳全脊髄照射
　　 （Accuray社）

1.事前紹介：�紹介医より電話にて予約をいただき、Fax などで
診療情報を送ってもらいます。

2.紹 介 日：�①�診察問診後、希望される治療について治療医が
面談致します

　　　　　　➁セットアップ CT、採血、レントゲンなど
　　　　　　③�治療スケジュールや注意点などを説明
　　　　　　　（認定看護師）
3.治療初日：要予約、前処置など
4.治療期間：半日～ 6 週間程度
5.治療時間：15 ～ 20 分 / 回程度で終了します。
　　　　　　�日常生活（仕事や運動など）への影響もほとんどありません。
6.治 療 後：通常は紹介元の主治医にて経過観察をお願いしております。

当院の放射線治療の流れ

（要予約）
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趣味 / 特技
美味しいものを
食べに行くこと

新任Dr.紹介

鹿児島大学病院から来ました。研修医
1年目の宮路あいかです。小児科、産婦
人科、外科を勉強しに来ました。スキル
アップを目指して精一杯頑張ります。

宮
み や じ

路あいか
研修医

　
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
と
元
気
を
支
え
る
一
品

を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
第
十
回
は
長
谷

川
先
生
で
す
。

メンチカツです。
大学入学を期に鹿児島で
一人暮らしを始め、

食生活が侘しかったころに
出会った思い出の味です。

放射線科
長谷川先生

なでしこ保育園  2024クリスマス会！

大規模災害訓練を実施しました

　2024 年 12 月 21 日、当院併設なでしこ保育園のクリスマス発表会が開催され、０～５歳児ま
での園児35名が、歌やお遊戯を披露しました。
　トップバッターは、たんぽぽ組（０歳児）７名の絵本劇「やさいさん」。大根や玉葱に扮した園
児たちが、先生の助けを借りながらリズムよく手を叩いたり、

「はい！」と元気よく返事をするなど大奮闘！それに続けとば
かりに、すみれ組（１歳児）やちゅうりっぷ組（２歳児）、ひま
わり組（３～５歳児）の園児たちも、歌やダンス、劇「おおき
なかぶ」を堂々と披露。練習の成果を存分に発揮しました。大
勢の観客を前に、驚いた園児が泣き出す一幕もありましたが、
子ども達の成長を微笑ましく見守る観客席からは、温かい笑
顔と沢山の拍手が送られました。

　2024 年 11 月 16 日、大規模災害訓練を実施し、当院職員 120 人を含む約 140 人が参加しまし
た。診療時間外に大規模地震が発生したという想定のもと、地震で負傷した近隣住民 20 名を受
け入れたという設定で、本部を中心にトリアージと各ゾーニングでの対応を実施。地震発生直

後の各部署の行動要領を確認しました。災害拠点病院としての
役割を果たすため、現状のマニュアル関連の確認を目的とした今
回の訓練。反省会では、災害についての勉強会を求める声や、訓
練の増加など、災害意識を高める内容の意見が多く寄せられまし
た。命を救う最善の道は、出来る備えを一日も早く行うこと。今
後は訓練の更なる充実と、定期的な勉強会を実施していく予定で
す。今後とも皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。　　　　　　　　　　   　　　　　　　

防災管理対策委員会　久木野周作
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信頼と連携の輪

医療法人恵泉会　上小鶴外科・胃腸科
　当院は「健康寿命を延ばし、患者さんに寄り添う医療を提供する」ことを理念と
し職員一丸となって地域医療に尽力します。
　診療では一般内科及び消化器内科に対応、特に消化器内視鏡や炎症性腸疾患、肝
臓内科の分野では各専門医が対応させていただきます。
　また、高齢化と共に増えるサルコペニア（筋肉量減少・筋力低下）に起因した疾
患にも対処するため外来リハビリテーション、短時間デイケア（リハビリ・送迎あ
り）を併設しています。
　これまで多数の当院かかりつけの患者さんが済生会川内病院でお世話になりま
した。今後も連携を取りながら、地域医療のお役に立てるように頑張りますので、
何卒、よろしくお願い致します。

医療法人恵泉会　上小鶴外科・胃腸科
TEL：0996-23-2227
〒895-0061　薩摩川内市御陵下町14-12
https://kamikozuru.jp/
■ 診療科目　  内科/消化器内科/肝臓内科/炎症性腸疾患内科/肛門科

リハビリテーション科
■ 診療受付時間　午前11：30 最終受付
 　　　　　　　　午後17：00 最終受付
■ 診療時間　　   午前  8：00 ～ 12：00
　　　　　　　　 午後13：30 ～ 17：30 
■ 休 診 日　日曜・祝日・水曜・土曜の午後

地域医療を支える連携医療機関をご紹介します。

院長
紙屋 康之 先生

上村病院
○鏡視下手術…�消化器疾患などの手術では傷が小さく低侵襲な鏡視下手術を行って

います。�胆石・鼠径ヘルニア・急性虫垂炎・胃癌・大腸癌・直腸脱・
腹壁ヘルニアなど�

〇内科…�総合的内科疾患の初期診療を行います。又、呼吸器科（肺癌検診の精密検
査・禁煙外来・睡眠時無呼吸症候群の検査治療など）、アレルギー科（気管
支喘息の長期管理、発作時の入院治療・呼気NO検査など）では専門医が主
に診察します。胃・大腸内視鏡検査及びポリープ切除なども専門医が担当
します。

〇肛門外科…�切らないで注射で治す内痔核硬化療法（ALTA・ジオン）を実施してお
ります。

〇関連施設…介護老人保健施設『グレースホーム』
　　　　　　サービス付き高齢者向け住宅『グレースガーデン』

上村病院

院長
堤田 英明 先生

TEL：0996-23-3185 
〒 895-0051　薩摩川内市東開聞町 9 番 22 号
https://kamimura-hp.com/
■ 診療科目　外科・内科・消化器外科・消化器内科・呼吸器外科・
　呼吸器内科・肛門外科・麻酔科・放射線科・リハビリテーション科
■ 診療時間
　【平　日】　午前　8：30 ～ 12：30（午前受付 12：00 まで）             
　　　　　　午後 13：30 ～ 17：30（午後受付 17：00 まで）
　【土曜日】　午前　8：30 ～ 12：30  （午前受付 12：00 まで）
■ 休 診 日  土曜午後・日曜・祝日
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〒 895-0074 鹿児島県薩摩川内市原田町 2 番 46 号　TEL （0996）23-5221　FAX （0996）23-9797
https://www.saiseikai-sendai.jp 　mail : info@saiseikai-sendai.jp
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ご意見・ご感想を ▶︎
お寄せ下さい

1. 患者さんの尊厳と権利を常に尊重します。
2. 医療情報の開示と懇切な説明による開かれた医療を実践します。
3. 私たちは常に研鑽し、患者さん本意の、良質で安全な医療を目指します。
4. 公的中核病院として、地域の先生方と協力し、救急医療と高度の専門医療の推進に努めます。
5. 職員の協調と信頼によって、チーム医療の充実に努め、働きがいのある職場を作ります。

私達は、保健・医療・福祉を通じて地域社会に貢献します。理 念

基 本
方 針

　かごネットは、薩摩川内市内の病院・診療所・薬局・介護事業所等を相互につなぐ、
医療情報ネットワークです。これまで複数の医療機関に分散されていた患者さんの医
療情報が、インターネット上の連携カルテとして共有されることで、これまで受けた
診断や治療、服用中のお薬の情報を相互に確認することができ、より的確で安全な処
置につながることが期待されています。
ただしご本人の同意がない限り、情報が共有されることはありません。

１.病状や症状がしっかり伝わる
他施設で受けた診察内容や検査結果、処方などの情報が共有
されるため、ご自身の状況がしっかり伝わります。

２.無駄な検査料を抑制
他施設の検査結果が共有されるため、重複する検査を減らすこと
ができます。

３.お薬処方時に安心
処方の際、飲み合わせの悪いお薬を確認したり、重複処方のリスクを回避すること
が出来ます。

４.緊急時の迅速な対応
救急搬送された場合、搬送元の医療機関でも診療情報がすぐに共有されるため、
より迅速な処置につながります。

５.災害時の情報共有
地震や津波などの災害で、かかりつけの病院からあなたの診療情報が消えて
しまっても、「かごネット」から情報を入手することができるので、病歴や処方内容
を把握できます。

詳しくは、かごネット公式HPでご覧いただけます。
二次元バーコードを読み込むか、

   かごネット　薩摩川内　　　  で検索を！

例えば、どんなときに役立つの？

ってなに ？


